
　
　
　
第
十
一
巷
　
　
研
　
究
　
　
江
戸
幕
庶
の
禁
書
殴
策

て
、
問
題
は
宇
解
決
の
滋
を
得
た
の
で
あ
る
。

（
一
）
囎
響
舞
書
、
長
響
役
所
肇
浦
聖
、
長
綺
志
六
、

　
　
　
長
二
戸
甲
役
所
藏
長
崎
略
史
傭
桐
本
第
山
ハ
、

（
二
）
欄
響
舞
書
、
響
肇
、
巷
詣
、

　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
二
四
（
二
〇
六
）

（
三
）
　
五
β
雨
抄
上
、

（
四
）
　
好
誰
故
事
谷
七
四
、

（
五
）
鞠
鱒
露
馨
・
遍
羅
寒
一
九
三
及
　
尭
、

　
真
上
、

王
月
爾

清
朝
の
諸
叛
餓
ご
支
那
叛
鑑
の
性
質

文
學
博
士
　
矢
　
野

仁

一

　
康
鴎
、
棄
正
、
乾
隆
の
三
代
百
数
十
年
の
緩
和
時
代
の

後
、
嘉
慶
時
代
に
臼
蓮
澱
、
天
理
激
の
大
錨
が
起
り
、
威

豊
、
同
猛
獣
武
に
所
謂
面
識
、
捻
匪
の
大
観
が
超
つ
た
Q

其
の
中
購
の
道
光
継
代
三
十
年
は
内
餓
こ
し
て
は
そ
れ
程

の
大
饗
は
な
か
っ
た
が
、
一
時
的
一
地
方
の
小
働
は
度
々

あ
り
、
種
々
の
名
望
の
匪
徒
が
會
を
結
び
所
在
囎
聚
脅
書

し
、
旗
難
名
號
を
樹
立
し
、
焚
捻
劫
掠
を
記
し
、
又
邪
激

を
傳
習
し
、
熔
鉱
の
経
世
、
岡
橡
、
狩
呪
、
掲
帖
、
論
難

等
を
編
曲
敬
隣
し
、
師
徒
相
葬
標
し
、
人
心
を
黙
惑
し
、

霧
蕪
を
糾
結
し
、
邪
術
を
學
び
、
刀
槍
等
を
捜
括
謄
藏
し
、

儒
號
を
訳
載
し
、
窯
與
を
分
布
し
、
官
を
早
し
働
を
爲
さ

ん
こ
ご
を
謀
）
、
敗
畏
し
た
様
な
事
件
は
、
各
地
に
頻
繁

に
起
っ
て
居
る
Q
そ
れ
に
湖
南
、
巽
東
、
贋
西
の
狢
入
の

叛
織
、
四
川
邊
境
の
夷
匪
の
叛
飢
な
ざ
も
絶
え
ず
起
り
、

又
回
覇
に
於
て
は
彊
彬
騰
り
罫
騨
轡
、
七
縛
劇
ガ
の
侵
入

に
依
っ
て
起
つ
た
騒
鋤
、
室
蘭
、
黒
蟻
、
海
江
、
江
蘇
等
の

海
膿
に
於
て
は
晶
央
吉
利
の
侵
冠
に
依
っ
て
建
つ
π
鴉
片
戦

雫
が
あ
）
、
な
か
一
騒
々
し
き
時
代
で
、
到
底
．
李
和
時囁

　
彦



代
ご
云
ふ
こ
ご
は
出
嘉
す
、
そ
れ
に
も
拘
は
ら
す
、
大
観

が
な
か
っ
た
の
は
、
只
だ
次
ぎ
の
大
協
の
準
備
の
爲
め
で

あ
っ
た
こ
で
も
考
へ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
模
な
時
代
で
あ

っ
た
。
小
さ
な
叛
翫
は
次
ぎ
か
ら
次
ぎ
ご
起
り
、
一
地
方

で
李
慰
す
れ
ば
、
扁
地
方
で
趨
る
ご
云
ふ
有
標
で
、
若
し

一
の
旗
幟
の
下
に
之
を
號
召
す
る
も
の
が
あ
れ
ば
、
何
時

で
も
大
臨
こ
な
り
得
べ
き
形
勢
は
實
に
溢
光
時
代
の
形
勢

で
あ
っ
た
。
さ
う
云
ふ
繹
で
あ
る
か
ら
、
嘉
慶
か
ら
道
光

を
経
て
、
成
豊
、
同
治
に
至
る
四
代
六
十
年
程
の
時
代
は

内
観
時
代
ε
言
っ
て
も
よ
い
課
で
あ
る
。

　
康
煕
、
粛
正
、
乾
隆
の
三
代
階
数
十
年
の
黄
門
時
代
の

薩
ぐ
後
に
ざ
う
し
て
か
う
云
ふ
内
観
時
代
は
熊
つ
た
か
。

支
那
の
歴
代
に
於
て
盛
世
に
叛
翫
が
な
く
、
衰
世
に
叛
観

が
あ
る
様
に
考
へ
ら
れ
、
清
朝
に
於
て
も
乾
隆
時
代
ま
で

は
盛
世
で
あ
っ
た
か
ら
叛
働
が
な
く
、
嘉
慶
以
後
に
な
っ

て
衰
世
に
な
っ
た
か
ら
叛
働
が
あ
る
様
に
な
っ
た
ご
考
へ

る
こ
ご
は
普
蓮
に
な
っ
て
居
る
。
洪
憲
吉
の
嘉
慶
三
年
の

　
　
　
第
十
…
巻
　
　
研
　
究
　
　
滞
…
覇
の
諸
叛
蹴
書
支
那
叛
胤
の
性
質

征
邪
論
疏
に
、
伊
古
以
來
、
焚
レ
香
聚
レ
徒
、
敷
レ
米
入
レ
激
、

如
鳳
漢
斜
張
魯
，
互
角
、
晋
之
画
面
、
盧
循
、
六
朝
及
唐
川

蜀
蔵
米
賊
，
薄
濁
儲
君
高
、
明
之
劉
六
、
劉
七
、
趙
風
子

徐
鴻
儒
．
唐
言
丸
写
詳
細
皆
起
『
干
中
葉
以
後
、
政
治
略
弛

之
時
四
ご
述
べ
て
あ
る
。
邪
激
に
關
係
の
な
い
階
末
の
群
盗

諸
説
の
黄
集
、
明
末
の
闘
賊
李
膚
成
の
叛
働
で
も
、
朝
家

の
滅
亡
を
養
し
た
標
な
叛
織
は
末
葉
に
起
っ
て
居
る
。
然

し
焚
香
楽
徒
の
邪
厳
は
「
政
治
の
弛
労
し
た
中
葉
以
後
で
な

け
れ
ば
超
ら
す
、
群
盗
土
匪
の
叛
働
は
朝
家
の
末
造
で
な

け
れ
ば
趨
ら
鍛
か
ご
云
ふ
に
さ
う
で
は
な
い
。
束
漢
末
の

黄
ゆ
、
階
…
末
の
群
盗
、
唐
末
の
密
集
、
明
末
の
李
自
成
な

ざ
の
叛
翫
が
起
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
朝
家
は
滅
亡
し
た
が

其
の
朝
家
の
末
造
で
あ
る
か
ら
起
つ
た
繹
で
な
く
、
そ
れ

が
起
っ
て
其
の
朝
家
は
滅
亡
し
だ
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
朝

家
の
末
造
ε
な
っ
た
の
で
あ
る
。
支
那
は
数
十
年
來
徳
治

主
義
の
政
治
で
あ
っ
た
か
ら
、
法
治
主
義
の
政
治
の
國
ご

違
ひ
、
必
ず
政
治
の
及
ば
澱
範
園
が
あ
る
の
で
あ
っ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
錨
二
號
　
　
　
二
五
　
（
二
〇
七
）



　
　
　
第
十
…
修
　
　
研
　
究
　
　
清
覇
の
諸
叛
臨
芒
支
那
叛
胤
の
性
質

其
の
範
幽
は
相
當
に
廣
い
の
で
あ
る
か
ら
、
土
匪
群
盗
の

模
な
政
治
に
反
抗
的
の
不
逞
分
子
は
所
在
に
潜
躍
逃
匿
し

或
は
横
行
跳
梁
す
る
こ
と
が
出
來
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は

朝
廷
の
威
力
が
盛
ん
で
、
紀
綱
の
振
粛
し
、
仁
政
の
比
較

的
よ
く
行
は
る
、
樵
…
な
時
代
に
も
免
れ
な
い
。
只
か
う
云

，
潮
時
代
に
は
、
彼
等
は
幾
分
塀
濁
し
て
居
る
か
、
或
は
叛

鋤
を
匙
さ
ぬ
前
に
登
通
し
て
惚
薬
せ
ら
る
、
か
、
或
は
叛

働
を
起
し
て
も
、
　
一
時
｝
地
方
だ
け
の
小
叛
臨
に
止
ま
り

大
局
の
樽
酒
ε
な
る
襟
な
大
叛
飢
に
至
ら
す
し
て
鎭
定
せ

ら
る
、
か
に
過
ぎ
な
い
。
さ
う
云
ふ
課
だ
か
ら
か
う
云
ふ

時
代
に
も
彼
等
の
活
躍
す
る
土
地
は
十
分
℃
あ
る
。
或
は

か
う
云
ふ
時
代
で
あ
れ
ば
叛
働
を
蓮
さ
組
限
り
彼
等
の
活

躍
に
却
っ
て
都
合
が
好
い
様
に
も
思
は
れ
る
。
彼
等
か
ら
見

れ
ば
か
う
云
ふ
李
和
の
時
代
は
帥
ち
次
ぎ
に
來
る
べ
き
叛

観
時
代
の
準
備
時
代
ご
言
へ
る
か
も
知
れ
澱
。
か
う
云
ふ

時
代
に
も
支
那
に
於
て
は
自
警
毅
の
様
な
國
法
違
反
の
邪

澱
な
ご
が
容
易
に
蔓
延
流
黙
す
る
こ
ご
の
上
灘
る
の
も
こ

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
　
二
山
ハ
　
（
二
〇
入
）

れ
が
望
め
で
あ
る
。
嘉
慶
帝
の
時
或
ろ
御
史
が
各
省
の
游

民
を
軍
職
せ
ん
こ
ご
を
講
ひ
し
時
、
嘉
慶
帝
は
各
直
省
は

地
方
遼
澗
で
、
無
籍
の
游
民
は
億
曝
し
難
い
、
ざ
う
し
て

偏
ね
く
調
査
す
る
こ
ご
が
出
家
や
う
か
、
事
の
分
か
ら
な

い
に
も
程
が
あ
を
叱
責
の
上
諭
を
下
し
た
。
野
鰹
慰

政
治
の
及
ば
滋
範
閣
に
は
か
プ
フ
云
ふ
無
数
の
游
民
も
あ
る

課
で
あ
る
。
嘉
慶
帝
は
叉
此
の
上
論
に
於
て
天
理
澱
徒
林

清
の
叛
餓
に
言
及
し
、
此
の
叛
鋤
の
如
き
、
首
魁
各
犯
は
土

着
の
側
車
で
外
來
の
愛
憐
で
な
い
、
游
民
を
鹸
査
し
て
も

号
数
の
叛
翫
を
防
ぐ
こ
ご
は
出
　
來
な
い
ご
述
べ
て
居
る
G

支
那
に
於
て
は
土
匪
群
盗
や
游
民
ば
か
り
で
な
く
、
土
着

の
人
民
も
随
分
政
治
の
及
ば
諏
範
圏
に
あ
る
様
に
考
へ
な

け
れ
ば
な
ら
訟
場
合
が
あ
る
。

　
乾
隆
二
十
三
年
に
安
徽
頴
州
、
宿
松
等
の
流
弓
百
除
人

が
相
擁
し
て
湖
北
黄
州
府
に
窟
耀
し
、
本
籍
の
災
歎
の
爲

め
、
己
む
を
得
す
缶
外
食
を
乞
ふ
ご
淫
し
て
、
刀
斧
を
携

帯
し
、
沿
三
国
奪
格
囲
を
行
ひ
、
補
を
強
き
人
を
傷
け
た



様
な
事
件
の
あ
っ
た
時
、
乾
魚
帝
は
各
省
の
偏
災
あ
る
に

遇
ふ
毎
に
、
膜
は
崇
厳
を
惜
ま
す
し
て
賑
櫨
し
一
夫
も
所

を
失
は
ん
こ
ご
を
恐
れ
、
二
十
三
年
間
｝
日
の
如
く
怠
ら

な
か
つ
淀
、
上
州
は
去
年
の
偏
災
の
罹
災
地
で
あ
る
が
、

已
に
風
発
賑
轍
を
爲
し
た
る
こ
ご
な
れ
ば
、
地
方
官
の
散

賑
宜
し
き
を
得
る
以
上
は
百
姓
の
逃
荒
を
致
す
筈
は
な
く

又
良
民
で
あ
れ
ば
爵
岩
燕
を
守
り
分
に
安
ん
じ
、
輕
々
し

く
郷
土
を
離
れ
て
食
に
他
庭
に
就
く
繹
は
な
く
、
況
し
て

器
械
を
私
移
し
、
多
人
を
糾
約
し
て
、
浩
途
捻
蠣
乱
捕
格

圏
を
爲
す
筈
は
な
い
、
こ
れ
は
決
し
て
鱗
餓
の
爲
め
食
を

乞
ひ
、
已
む
を
得
す
流
離
門
徒
す
る
も
の
で
な
い
こ
さ
は

明
か
で
あ
る
ご
云
ふ
上
下
を
歯
し
て
居
る
。
乾
隆
三
十
九

年
山
東
自
瀧
澱
徒
王
立
の
叛
働
の
時
，
彼
等
は
年
歳
の
款

牧
に
加
へ
て
、
地
方
官
が
妄
う
に
額
外
の
加
徴
を
行
ひ
し

編
め
、
鱗
寒
に
迫
ら
れ
、
激
墾
を
致
し
元
の
で
あ
る
ご
言

っ
た
の
で
あ
る
が
、
調
査
し
て
見
る
ご
、
そ
れ
は
事
實
で

な
く
、
此
の
年
．
は
決
し
て
凶
事
な
ご
ε
言
ふ
べ
き
年
で
は

　
　
　
策
十
一
谷
　
　
研
　
究
　
　
漕
朝
の
諸
叛
翫
ミ
支
那
叛
齪
の
性
質

な
く
、
、
各
庭
共
に
貯
藏
も
あ
り
、
人
民
も
救
災
を
訴
へ
し

こ
ご
な
く
、
官
吏
に
横
徴
加
涙
の
事
實
が
な
か
つ
沈
こ
ご

が
分
か
つ
た
。
乾
姜
四
十
六
年
の
画
澱
徒
蘇
四
十
三
の
叛

凱
の
時
、
乾
隆
帝
は
蘭
州
の
百
姓
が
一
人
も
賊
に
断
っ
て

斎
篭
に
加
は
つ
た
も
の
が
な
い
の
は
、
實
に
験
が
李
日
邊

艮
に
恩
惑
を
加
へ
て
已
ま
な
か
っ
た
息
め
、
闘
閻
の
天
良

を
激
下
し
た
結
果
で
、
仁
政
の
明
効
大
前
で
あ
る
ビ
言
っ

て
居
る
が
、
そ
れ
は
回
敷
徒
に
樹
す
る
支
那
人
民
の
檜
…
悪

か
ら
之
に
加
肥
し
な
か
っ
た
ま
で
や
、
仁
政
の
効
験
ご
は

考
へ
ら
れ
な
い
。
そ
れ
だ
か
ら
乾
隆
四
十
九
年
の
回
激
徒

田
五
の
叛
働
の
時
に
は
、
乾
隆
帝
は
田
五
等
が
多
数
の
蕪

朋
を
糾
合
し
、
期
を
定
め
て
事
を
起
す
ご
遠
近
の
回
人
は

之
に
附
和
随
從
し
て
起
る
ご
云
ふ
こ
ご
は
ご
う
云
ふ
課
で

あ
る
か
、
師
位
以
來
数
十
年
膜
は
民
苦
の
疾
苦
に
樹
し
て

粉
念
せ
ざ
る
な
く
、
甘
齋
に
癒
し
て
は
殊
に
意
を
加
へ
て

撫
櫨
を
務
め
た
の
で
あ
る
、
甘
粛
は
連
年
水
早
送
漱
の
こ

ε
な
く
、
貧
民
が
所
を
失
っ
た
ご
云
ふ
こ
ご
も
な
い
。
匪

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
二
七
　
（
二
〇
九
）



　
　
　
第
十
一
巷
　
　
研
　
究
　
　
溝
麟
の
諸
魏
鼠
ぜ
支
那
叛
翫
の
性
質

徒
の
煽
表
す
る
機
會
も
な
い
筈
で
あ
る
塾
地
方
官
の
勒
索

苛
涙
の
爲
め
に
百
姓
が
苦
累
を
受
け
、
賊
徒
が
之
に
乗
じ

て
観
を
唱
へ
事
を
超
す
に
至
っ
た
の
で
あ
る
か
、
そ
れ
こ

も
総
督
な
ざ
の
邪
激
脂
肉
が
密
な
ら
ざ
り
し
駕
め
、
・
逆
回

は
支
那
人
民
の
堕
民
聾
心
を
宣
冠
し
、
難
民
を
煽
誘
す
る

警
急
を
得
た
も
の
か
、
鵡
事
の
理
由
は
ざ
う
も
分
か
ら
な

い
、
捕
獲
の
賊
首
に
就
き
一
々
研
柔
し
、
又
現
地
に
於
て

精
密
に
調
査
し
な
け
れ
ば
な
ら
漁
ご
云
ふ
上
論
、
叉
朝
廷

の
入
民
を
恩
養
す
る
こ
ご
至
ら
ざ
る
な
く
、
晶
帯
も
百
数

十
年
玉
仁
政
に
域
休
し
た
筈
で
あ
る
、
地
方
の
災
赦
に
壷

焼
を
加
へ
な
い
ご
云
ふ
事
實
も
な
く
、
又
寅
官
汚
吏
が
面

繋
酷
派
し
て
百
姓
を
繋
累
す
る
こ
ご
を
縦
聾
し
て
事
端
を

激
賞
せ
し
め
た
ざ
云
ふ
こ
ε
も
な
い
ρ
そ
れ
に
も
拘
は
ら

す
逆
図
等
が
光
天
化
田
の
下
之
の
逆
読
を
雛
ま
、
に
し
、

四
萬
勾
結
妻
帯
し
て
、
蔓
延
猫
猟
を
致
せ
る
は
、
総
督
な

ざ
の
辮
理
不
善
も
あ
ら
う
が
、
彼
等
の
徳
も
戚
す
る
能
は

す
、
威
も
制
す
る
能
は
ざ
る
天
性
稔
悪
不
逞
の
幕
開
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
策
二
號
　
　
　
二
入
（
二
…
○
）

る
か
ら
で
あ
乃
ご
云
ふ
意
昧
の
上
諭
を
狡
し
て
居
る
の
で

あ
る
Q

・
さ
う
云
ふ
謬
で
，
支
那
に
於
て
は
仁
政
が
行
は
れ
て
、

地
方
官
に
苛
涙
愚
輩
の
こ
ご
が
な
い
か
ら
ご
言
っ
て
、
必

ず
叛
観
が
起
ら
な
い
ご
云
ふ
諜
で
は
な
い
。
盛
世
だ
か
ら

叛
　
胤
が
な
く
、
衰
世
だ
か
ら
叛
鋤
が
」
6
0
る
ご
云
ふ
謬
で
は

な
い
。
何
時
で
も
又
何
庭
で
も
機
會
が
あ
り
隙
が
あ
れ
ば

盤
趨
繭
生
せ
ん
こ
し
て
居
る
の
で
あ
る
。

　
宋
の
儂
短
詩
の
叛
餓
は
仁
宗
時
代
で
、
中
葉
以
後
の
叛

働
ご
言
ふ
べ
き
か
は
疑
問
で
あ
る
が
、
姑
ら
く
そ
れ
を
其

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
っ
ユ
ず

の
二
年
前
の
直
隷
雲
州
驚
異
の
卒
王
期
の
叛
翫
ご
同
提
に

中
葉
以
後
こ
し
て
も
、
蜀
の
王
小
波
、
李
順
等
の
叛
胤
は

初
期
の
太
宗
時
代
に
起
つ
た
。
一
時
数
十
萬
の
衆
を
擁
し

数
多
の
州
縣
を
陥
れ
、
成
都
ま
で
も
占
領
し
た
の
で
あ
る

明
の
宣
三
尊
代
の
江
西
賊
徒
の
飢
、
英
宗
時
代
の
瀟
建
、

江
西
、
漸
・
江
の
郵
茂
七
、
三
蓋
留
、
陳
鑑
湖
等
の
飢
、
憲

宗
時
代
の
荊
裏
賊
徒
の
観
な
ざ
、
皆
中
葉
以
前
の
叛
臨
で



あ
る
。

　
唐
の
高
宗
時
代
の
安
徽
溺
江
に
於
け
る
女
子
陳
碩
眞
の

観
、
貴
州
謝
罪
獲
の
飢
、
陳
西
臼
三
余
の
鋤
も
初
期
の
叛

観
ご
言
は
な
け
れ
ば
な
ら
諏
。

　
清
朝
に
於
て
も
最
も
隆
盛
の
．
綴
代
ご
与
せ
ら
る
、
康
煕

乾
隆
の
時
代
に
も
随
分
種
々
の
叛
働
は
趨
っ
て
居
る
。
叛

観
を
遇
す
に
至
ら
す
し
て
登
聾
し
だ
殺
匪
會
匪
の
謀
逆
事

件
に
至
っ
て
は
殆
ん
ざ
畢
ぐ
る
に
蓬
が
な
い
程
後
押
あ
る
。

康
煕
十
年
忌
ら
十
入
年
に
至
る
入
墨
聞
、
雲
南
、
貴
州
、

湖
南
、
四
川
、
瀟
建
、
廣
束
、
廣
西
、
江
西
、
陳
西
、
甘

齋
十
省
に
亙
っ
た
大
度
胤
で
あ
っ
た
豆
乳
桂
等
三
藩
の
叛

飢
は
別
こ
し
て
も
，
康
煕
二
十
七
年
に
は
武
昌
の
首
引
が

あ
っ
た
。
こ
れ
は
好
民
夏
恐
龍
、
妖
俗
大
元
等
が
三
二
の

叛
観
不
定
後
、
漸
次
裁
撤
さ
れ
た
湖
廣
総
督
直
下
の
標
兵

等
の
繰
越
を
利
用
し
て
、
武
事
城
中
に
旗
上
げ
し
、
夏
逢

龍
虜
か
ら
総
統
兵
馬
大
元
帥
ε
擁
し
、
交
武
官
を
任
命
し

自
旗
鶉
髪
を
以
て
標
識
こ
な
し
、
武
昌
に
櫨
っ
て
四
方
を

　
　
　
第
十
…
巷
　
　
研
　
究
　
　
虚
蝉
の
諸
叛
観
建
支
那
叛
臨
の
性
質

攻
掠
し
、
武
昌
、
漢
陽
、
徳
安
、
黄
州
等
湖
北
各
府
州
の

・
諸
州
縣
は
或
は
攻
貸
せ
ら
れ
、
或
は
之
に
癒
じ
て
叛
趨
し

僅
か
二
箇
月
軽
で
筆
記
さ
れ
だ
が
、
　
｝
蒔
脅
從
門
訴
萬
ご

薦
し
た
大
叛
胤
で
あ
っ
た
。
康
煕
四
十
四
五
年
か
ら
四
十

七
年
ま
で
二
三
年
閥
游
江
大
嵐
山
を
根
媛
こ
し
て
、
隊
を

結
び
、
近
傍
を
横
行
劫
掠
し
た
流
言
「
の
盗
案
ぱ
、
實
は

朱
三
太
子
ご
欝
し
た
明
の
宗
室
王
士
元
父
子
を
拭
い
だ
革

命
的
叛
働
で
あ
っ
た
。
　
一
時
江
蘇
漸
江
に
出
て
之
に
從
ふ

も
の
が
非
常
の
多
数
に
上
っ
だ
。
康
煕
四
十
九
年
幡
建
の

盗
首
陳
偏
窟
等
が
永
肥
州
永
春
、
徳
化
二
縣
の
交
界
地
方

に
著
て
数
千
人
の
人
面
を
脅
翻
し
て
、
捻
掠
を
縦
ま
、
に

し
、
官
兵
に
拒
抗
し
、
輻
建
提
督
號
理
が
そ
れ
に
も
拘
は

ら
す
素
鑓
に
近
き
村
民
は
耕
織
を
屡
せ
す
、
生
業
に
安
ん

じ
て
居
る
ご
上
奏
し
て
、
康
煕
帝
か
ら
三
四
十
人
程
の
強

盗
に
も
畏
樫
…
逃
避
す
・
る
百
姓
が
一
数
千
人
の
盗
賊
に
槍
奪
さ

れ
て
秘
ほ
耕
織
を
屡
せ
ざ
ろ
筈
は
な
い
、
自
分
の
罪
を
掩

ふ
爲
め
よ
い
加
減
の
欺
言
を
言
ふ
も
の
で
な
い
ご
叱
責
さ

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
　
二
九
　
（
二
一
一
）



　
　
　
第
十
一
巻
　
　
研
　
究
　
　
消
朝
の
諸
叛
翫
ミ
支
那
叛
緑
の
牲
質

れ
糞
垂
さ
れ
し
こ
ご
は
束
藻
録
に
見
え
て
居
る
。
こ
れ
は

事
案
で
叛
鋤
ビ
言
は
れ
な
い
榛
で
あ
る
が
、
支
那
に
於
て

は
盗
案
ご
叛
凱
ご
格
別
の
蓮
ひ
は
な
い
。
盗
案
が
大
き
く

な
り
、
抗
官
拒
捕
こ
な
）
、
勾
結
早
事
こ
な
り
叛
観
こ
な

る
こ
ご
は
珍
ら
し
く
な
い
。
其
の
外
野
難
四
十
五
年
頃
雲

南
康
通
縣
の
生
卵
、
臨
安
縣
の
生
員
等
が
明
の
覇
王
の
子

孫
ご
難
し
た
る
事
功
州
の
生
馬
の
子
魏
枝
葉
を
戴
き
、
交

興
の
年
切
を
立
て
、
慶
南
、
開
化
を
取
り
、
蒙
溶
よ
）
、

進
ん
で
雲
南
省
城
を
襲
噛
せ
ん
ご
企
て
し
こ
ご
、
康
煕
五

十
六
七
年
河
南
蘭
陽
縣
の
好
民
李
雪
臣
父
子
が
或
る
生
員

の
家
に
於
て
臼
蓮
教
を
名
こ
し
、
徒
を
聚
め
衆
を
惑
は
し

叉
好
民
郭
莫
が
明
の
後
壁
朱
復
業
を
撫
養
し
て
一
こ
な
し

親
雪
臣
ビ
勾
結
し
て
、
衆
を
聚
め
不
執
を
圖
り
し
こ
ご
が

あ
る
。
康
熈
時
代
に
は
猶
ほ
康
煕
四
十
年
四
十
一
年
の
廣

束
、
廣
西
、
湖
南
の
接
寒
地
贋
東
連
州
の
盗
人
の
叛
鰯
、

四
十
二
年
湖
南
仁
安
の
紅
苗
の
叛
働
、
六
十
年
の
憂
灘
朱

一
貴
の
叛
観
が
あ
っ
た
。
乾
隆
三
十
九
年
山
東
に
超
つ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
無
二
號
　
　
　
三
〇
　
（
一
コ
ご
）

白
蓮
図
題
王
倫
、
王
聖
汝
等
の
観
は
一
月
籐
で
李
賀
し
た

が
、
壽
張
縣
城
を
占
領
し
、
堂
邑
、
陽
穀
二
縣
城
を
嗜
れ

臨
清
州
城
を
攻
慣
し
、
元
帥
、
総
兵
等
の
官
職
を
設
け
、

一
時
官
軍
を
手
古
摺
ら
し
π
程
で
あ
っ
た
〇
十
月
の
上
諭

に
現
在
審
訊
の
犯
一
千
ミ
百
七
十
こ
人
ε
あ
急
、
，
附
從
者

の
如
何
に
多
か
っ
た
か
は
想
像
さ
れ
る
。
大
運
士
野
赫
徳

は
京
鶯
蕪
蜂
を
奉
る
て
進
賊
し
、
之
を
馬
齢
蕉
城
外
に
歴

了
し
、
漸
く
之
を
雫
幽
し
π
．
王
倫
は
城
内
に
敗
窟
し
て

墜
死
し
た
。
風
炉
四
十
六
年
、
四
十
九
年
に
甘
粛
回
激
徒

間
の
新
雪
激
の
孚
ひ
が
原
因
こ
な
っ
て
、
蘇
四
十
三
．
田

五
の
叛
働
が
超
つ
た
。
左
翼
業
の
講
レ
禁
篭
絶
群
海
魚
漱
一
摺

に
、
乾
隆
四
十
六
年
逆
回
難
聴
心
、
蘇
四
十
三
西
域
よ
う

餅
へ
り
、
天
方
丈
傳
の
秘
を
得
た
り
ご
詐
聡
し
、
新
激
を

創
立
し
、
愚
回
を
煽
惑
し
．
不
軌
を
謀
っ
た
こ
ご
が
述
べ

て
あ
る
Q
乾
田
四
十
七
年
五
月
阿
桂
の
上
奏
に
、
乾
隆
ニ

　
　
　
　
　
　
　
サ
　
ラ
　
ル

十
七
年
馬
明
心
が
撒
拉
爾
（
も
Q
a
2
．
）
に
入
り
、
鍋
瀟
を
妄
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
　
ラ
　
ル

し
、
愚
民
を
煽
惑
し
、
地
方
官
の
訪
明
を
経
て
、
撒
拉
爾



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
　
ラ
　
ル

を
放
逐
さ
れ
、
原
尊
信
化
に
回
へ
さ
れ
、
後
又
擶
…
拉
爾
に

潜
來
し
経
を
傳
へ
衆
を
惑
は
し
た
こ
ご
、
乾
隆
四
十
七
年

三
月
越
四
＋
三
は
激
師
溶
明
3
5
を
安
定
に
請
來
し
、
別

に
新
激
を
立
て
ん
こ
し
、
韓
恰
戸
長
ご
云
ふ
も
の
が
從
は

な
か
っ
た
の
で
、
互
ひ
に
恩
讐
殺
し
、
僖
激
徒
四
十
籐
入

を
殺
し
、
陳
甘
総
督
が
醤
数
徒
の
控
告
に
依
わ
、
蘭
州
府

の
知
府
、
河
州
協
の
劇
將
を
し
て
査
註
せ
し
め
ん
ご
し
た

る
に
蘇
四
十
三
は
新
殺
徒
を
約
饗
し
、
鳥
槍
器
械
を
持
し
、

彼
等
を
残
害
し
た
こ
ご
が
見
え
て
居
る
。
新
盤
激
の
差
異

に
就
い
て
は
、
左
旋
業
の
摺
に
、
新
激
の
澱
規
は
大
面
老

（
僖
）
敷
ご
同
じ
く
、
惟
だ
老
激
は
諦
経
に
合
掌
向
上
し
、

新
教
は
爾
掌
を
合
せ
す
し
て
向
上
し
、
老
馬
は
端
坐
諦
経

し
、
新
地
は
霧
渇
し
、
柳
腰
し
，
・
頭
揺
し
、
肩
聾
し
、
老

激
は
逸
葬
に
脱
鞍
せ
す
、
新
激
は
脱
熾
す
る
ご
見
え
、
阿

桂
の
上
奏
に
乾
隆
二
十
七
年
頃
感
激
の
韓
吟
齊
が
新
語
の

　
　
　
　
　
サ
　
ラ
　
ル

賀
麻
呂
乎
が
撒
拉
爾
章
恰
寺
の
藩
壁
に
於
て
門
を
書
き
圖

ビ
な
し
，
聖
を
顯
は
す
β
・
妖
言
し
、
揺
頭
念
漏
し
跳
舞
す

　
　
　
策
十
一
巻
　
　
研
　
究
　
　
清
朝
の
諸
叛
観
定
支
那
叛
臨
の
性
質

る
ご
｝
言
っ
て
按
察
使
衛
門
に
具
呈
し
た
こ
ご
が
見
え
て
居

る
。
阿
桂
は
猶
ほ
同
じ
上
奏
中
に
撒
拉
爾
に
於
て
止
だ
新

選
の
一
種
は
多
く
自
照
を
穿
ち
、
髪
辮
を
短
く
鶉
っ
て
居

る
様
に
述
べ
て
居
る
。
受
配
は
初
め
よ
b
官
に
抗
し
叛
観

を
爲
す
こ
ご
を
目
的
こ
す
る
も
の
ご
は
考
へ
ら
れ
ぬ
が
、

其
の
新
奮
の
孚
ひ
に
敵
て
、
必
ず
蕾
澱
を
服
聾
せ
ん
こ
し

仇
殺
を
僻
せ
ざ
る
様
な
激
烈
な
熟
狂
的
態
度
は
、
仇
殺
事

件
を
懲
齢
す
る
責
任
が
あ
り
、
膚
然
醤
敷
を
保
護
す
る
に

傾
け
る
官
を
敵
親
し
、
之
ご
拒
抗
し
な
け
れ
ば
奮
敢
を
服

短
し
て
新
譜
を
流
傳
す
る
こ
ご
が
出
來
ぬ
楼
に
考
へ
、
屡

々
叛
観
を
惹
謝
す
に
至
っ
た
標
で
あ
る
。
左
宗
巣
の
摺
に

激
論
の
異
の
如
き
細
節
は
固
よ
り
其
の
輕
重
に
關
係
は
な

い
が
、
遠
敷
の
必
ず
断
絶
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
所
以
は
、

貞
か
ら
帥
霊
に
託
し
て
、
鵬
編
を
妄
言
し
、
訪
僻
の
行
爲

を
激
し
て
愚
回
を
誘
惑
し
、
役
使
に
甘
心
せ
し
め
、
共
に

大
逆
に
陥
…
つ
て
も
知
ら
す
、
顯
鐵
を
加
へ
ら
れ
て
も
悔
い

な
い
楼
に
沈
溺
せ
し
む
る
に
至
る
か
ら
で
あ
る
、
臼
蓮
、

　
　
　
　
　
　
　
第
一
一
號
　
　
　
　
三
｝
　
（
一
二
三
）



　
　
　
第
十
一
巷
　
　
研
　
究
　
　
溝
覇
の
諸
叛
鼠
ミ
支
那
叛
観
の
性
質

清
香
．
無
鉛
、
國
頓
等
の
諸
邪
激
が
働
階
を
酸
し
て
天
下

の
繭
を
な
す
に
足
る
ご
同
樵
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
ご
言
ひ

回
性
は
多
至
善
詐
常
人
に
異
る
も
、
　
一
た
び
新
激
に
盤
惑

せ
ら
る
れ
ば
、
酢
の
如
く
、
凝
の
如
く
面
こ
し
て
破
る
べ

か
ら
ざ
る
に
至
る
ざ
言
っ
て
あ
る
。

　
蘇
…
四
十
三
の
叛
胤
は
文
博
四
十
六
年
三
月
か
ら
五
月

の
閏
月
を
経
て
七
月
初
め
ま
で
七
箇
月
程
で
鎭
定
し
た
が

｝
時
は
河
州
城
を
占
領
し
、
省
城
蘭
州
府
の
醐
廟
を
焚
焼

し
、
民
聞
の
糧
食
財
物
馬
魂
呼
牛
を
一
芸
鎗
掠
し
、
河
州

鎭
螢
奮
貯
の
火
薬
を
用
み
て
死
戦
し
た
の
で
、
官
軍
も
非

常
の
苦
戦
で
あ
っ
た
。
布
政
使
王
寺
賛
は
捕
虜
こ
な
っ
て

蘭
…
州
城
に
あ
っ
た
馬
．
明
心
を
斬
っ
て
内
墾
を
靖
ん
じ
、
酉

寧
鎭
総
兵
は
河
州
を
牧
復
し
、
大
鷺
士
附
桂
は
領
侍
衛
内

大
筆
海
蘭
察
等
ご
蘭
州
城
外
の
山
越
に
男
男
し
た
蘇
四
十

三
等
を
攻
破
し
て
之
を
斬
り
、
華
林
等
に
占
醜
し
て
死
守

抗
拒
し
た
鯨
窯
を
繊
檎
し
て
漸
く
李
定
す
る
こ
ご
を
得
た

の
で
あ
る
。
田
五
は
矢
張
り
磯
明
心
の
徒
弟
で
、
張
丈
慶

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
三
二
　
（
二
一
四
）

李
可
魁
等
ご
乾
隆
四
十
九
年
五
月
初
五
日
を
期
し
て
、
馬

明
主
の
復
讐
戦
を
起
さ
ん
こ
ご
を
企
て
た
の
で
あ
る
が
、

期
に
先
だ
ち
て
暴
畿
す
る
も
の
あ
り
、
四
月
倉
卒
に
固
原

所
旛
の
小
山
で
事
を
熊
し
、
西
安
土
墨
を
攻
破
し
、
蜻
遽

一
帯
の
村
荘
を
槍
延
し
た
の
で
あ
る
が
、
靖
遠
城
内
の
回

民
も
勾
町
内
癒
せ
ん
こ
し
、
懸
命
、
安
定
等
に
於
て
も
同

晴
に
聚
擾
ぜ
ん
ご
す
る
も
の
あ
り
、
遠
近
の
回
民
は
附
和

随
愉
し
て
蛮
々
こ
し
て
薦
起
せ
ん
ご
す
る
様
な
形
勢
を
示

し
た
。
田
五
等
は
漢
民
は
回
民
を
勲
擁
せ
ん
こ
す
ご
言
っ

て
煽
面
し
た
こ
云
ふ
こ
＆
で
あ
る
。
同
年
六
月
の
上
論
に

盛
人
於
レ
四
十
山
ハ
年
ハ
懸
爪
巳
修
二
勾
画
石
峰
鯨
船
上
年
五
月
又
蒲
岬
昌

葺
治
整
磁
．
且
摺
五
陰
謀
ネ
軌
門
糾
レ
衆
愚
集
繭
篭
寺
ハ
商
同

謀
蓮
、
一
切
旗
幟
號
衣
、
膳
部
器
械
、
種
々
整
備
、
足
見
一
一
謀

㍑
逆
軍
三
四
年
之
久
一
ご
見
え
て
居
る
。
田
五
は
幾
な
く
載

死
し
た
が
、
徐
衆
は
馬
家
宝
に
屯
聚
し
、
又
三
家
墾
よ
り

奔
窟
し
て
四
出
勾
結
し
、
随
慮
に
屯
聚
し
、
蓮
滑
縣
城
を

攻
潔
し
、
血
石
磨
墨
に
於
て
聚
擾
し
、
日
に
面
々
滋
蔓
し

●



’

て
、
地
方
を
擾
害
し
淀
。
同
年
十
月
の
上
論
に
、
逆
回
が

小
山
に
事
を
超
し
て
よ
り
勾
結
蔓
延
し
、
賊
躍
過
ぐ
る
所

，
千
有
鶴
里
、
大
小
村
荘
千
二
百
除
施
を
捻
掠
し
、
大
小
ロ

ニ
千
除
名
を
傷
擁
…
し
た
と
云
ふ
こ
ご
が
述
べ
て
あ
る
。

纏
暑
い
大
腿
士
阿
桂
、
阪
甘
総
督
編
康
安
は
前
後
禁
族
入

　
タ
う

旗
を
峯
み
て
先
づ
底
店
の
賊
を
鋤
零
し
、
粗
石
単
果
の
賊

螢
を
圃
塾
し
、
張
丈
慶
を
始
め
賊
国
賊
目
を
全
数
檎
獲
し

鐡
零
し
た
賊
回
は
こ
千
籐
、
肇
獲
の
首
從
逆
理
及
び
各
誌

の
審
薦
骸
稚
は
三
千
徐
に
及
ん
だ
ご
云
ふ
こ
ご
で
あ
る
。

興
隆
時
代
に
於
て
、
乾
隆
五
年
直
雀
型
垣
東
明
二
十
の
大

盗
が
湖
廣
、
江
南
、
河
南
、
山
東
薮
省
間
に
往
來
し
て
、

專
ら
官
署
の
庫
銀
を
劫
掠
し
た
楼
な
、
乾
隆
十
二
年
山
西

野
球
縣
の
村
民
が
七
子
百
人
の
衆
を
踏
め
、
縣
城
を
間
み

火
を
放
ち
牌
坊
を
財
嚢
し
た
機
な
、
早
智
四
十
二
年
甘
粛

河
州
の
人
民
が
邪
駿
念
経
を
以
て
衆
を
黒
め
．
贈
主
を
立

て
軍
師
を
設
け
、
塗
布
を
以
て
入
導
者
の
標
識
ご
な
し
、

旛
を
竪
て
一
村
に
占
曝
し
、
官
に
抗
し
捕
を
拒
い
だ
楼
な

　
　
　
第
十
旧
記
　
　
研
　
究
　
　
浩
覇
の
諸
叛
蹴
ミ
支
那
叛
胤
の
性
質

乾
隆
四
十
六
年
四
川
省
の
心
算
が
蕪
を
結
び
群
を
成
し
、

梁
山
、
塾
江
等
の
縣
を
愴
直
し
、
湖
北
、
貴
州
等
の
隣
省

に
一
入
し
、
復
た
四
川
に
窟
製
し
、
無
人
の
境
に
入
る
如

く
重
職
往
來
掠
奪
を
縦
ま
、
に
し
た
襟
な
、
乾
出
五
十
一

年
直
隷
の
入
卦
會
幌
糠
が
霧
を
結
び
剛
箪
懸
に
監
禁
中
の
・
曾

首
を
救
出
せ
ん
ε
し
、
大
名
府
城
内
の
大
名
元
城
二
縣
の

縣
道
衙
署
に
擁
早
し
道
毫
を
殺
し
、
家
人
を
斬
殺
し
兵
役

の
串
城
壁
逸
せ
る
に
乗
じ
て
寺
池
を
占
領
せ
ん
ゼ
し
た
様

な
事
件
は
随
分
多
い
。
其
の
外
生
溝
人
民
黄
敏
の
乾
隆
三

十
三
年
三
十
四
年
の
叛
観
、
壷
灘
人
民
林
爽
文
の
興
隆
五

十
…
年
乃
至
五
十
三
年
の
叛
働
、
湖
南
油
入
の
乾
隆
五
年

五
十
二
年
の
叛
働
も
あ
っ
た
。

　
然
し
私
は
妊
冗
を
靖
ん
す
る
歪
め
に
嚢
せ
ら
れ
た
乾
隆

帝
の
聖
訓
や
東
華
録
の
愛
馬
帝
の
上
講
な
ご
を
憎
ん
で
、

清
朝
極
盛
の
時
代
ご
興
せ
ら
る
、
此
の
時
代
に
於
て
叛
逆

不
軌
を
企
て
、
事
を
暴
ぐ
る
に
及
ば
す
し
て
敗
帯
し
た
る

激
匪
、
無
縫
、
蓮
匪
な
ざ
の
懸
謀
事
件
の
如
何
に
多
い
か

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
三
三
　
（
一
コ
五
）



　
　
　
第
十
一
巻
　
　
研
　
究
　
　
清
朝
の
諸
叛
鼠
ミ
支
那
叛
翫
の
性
質

ビ
云
ふ
こ
ご
を
考
へ
、
さ
う
し
て
そ
れ
は
十
中
八
九
ま
で

自
灌
激
動
の
他
の
編
輯
に
蘭
係
あ
る
こ
ご
を
考
へ
、
乾
隆

時
代
に
大
に
獲
す
る
こ
ご
能
は
ざ
う
し
も
の
が
、
其
の
爲

め
に
却
っ
て
暗
黙
の
問
に
浸
点
し
潜
銘
す
る
機
會
を
得
て

嘉
慶
時
代
に
至
っ
て
途
に
大
に
登
す
る
に
至
っ
た
の
で
は

な
い
か
、
滋
光
時
代
に
大
叛
臣
が
な
か
っ
た
の
は
、
道
光

の
末
年
か
ら
超
つ
た
威
豊
、
同
治
時
代
の
髪
匪
の
大
鰯
の

準
備
で
あ
っ
た
如
く
、
乾
隆
時
代
に
大
降
飢
が
な
か
っ
た

の
は
、
嘉
慶
時
代
の
初
年
か
ら
蓮
つ
た
自
蓮
敏
の
大
叛
働

の
準
備
で
あ
っ
だ
の
で
は
な
い
か
、
髪
匪
の
大
筒
鋤
は
道

光
時
代
の
種
々
の
名
目
の
匪
軽
羅
徒
の
活
躍
脈
鋤
の
結
論

ビ
考
ふ
べ
き
が
如
く
、
嘉
慶
時
代
の
自
瀧
激
の
叛
働
は
乾

隆
時
代
の
白
蓮
敷
の
糞
下
密
行
の
結
論
ご
考
ふ
べ
き
で
は

な
い
か
ε
の
戚
を
禁
ず
る
を
得
な
い
。

　
直
隷
総
督
那
彦
成
の
嘉
慶
二
十
年
の
上
奏
に
腐
る
ε
、

震
卦
激
、
飲
卦
敷
、
離
卦
激
、
金
丹
入
卦
教
、
大
乗
敷
、

憶
念
門
激
、
好
最
深
、
義
和
古
轍
、
佛
門
教
、
紅
陽
敷
、

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
　
一
二
四
　
（
二
一
六
）

自
陽
激
、
一
姓
香
、
如
意
門
駿
等
の
諸
邪
激
は
大
概
自

室
の
分
支
，
改
名
或
は
別
名
の
様
で
あ
る
。
饗
畷
竣

現
に
好
話
激
は
即
ち
離
卦
敷
の
別
名
で
あ
り
、
大
乗
敏
は

郎
ち
謬
言
激
の
改
名
に
歪
な
ら
な
い
ご
云
ふ
こ
ε
は
、
那

彦
成
の
激
犯
の
供
撮
に
擦
っ
て
三
盆
し
て
居
る
所
で
あ
る

元
々
自
蓮
激
は
國
法
蓮
反
の
邪
激
の
こ
ご
で
あ
る
か
ら
、

私
に
愚
書
を
立
て
其
の
邪
敷
た
る
こ
ご
を
隠
蔽
せ
ん
ご
す

る
こ
ご
は
有
り
得
べ
き
こ
ε
で
、
其
の
他
の
踊
帯
で
も
那

彦
成
の
上
奏
に
見
ゆ
る
激
名
を
用
み
な
い
か
ら
ご
言
っ
て

白
蔓
駁
の
關
係
が
な
い
と
は
ざ
う
し
て
定
め
ら
れ
や
う
。

乾
隆
四
年
冬
江
蘇
常
州
府
営
陰
縣
の
一
言
で
、
雲
南
大
理

府
蒼
山
の
張
保
太
を
駿
首
と
せ
る
転
写
藪
を
奉
ず
る
も
の

二
百
人
か
ら
あ
っ
た
こ
ご
が
嚢
観
し
た
の
で
あ
る
が
、
西

來
激
は
大
乗
敷
の
別
名
で
あ
り
、
帥
ち
離
卦
敢
の
改
名
、

自
建
激
の
分
支
で
あ
る
こ
ご
は
、
乾
隆
十
三
年
の
上
論
に

上
年
雲
南
張
保
太
案
内
の
大
乗
澱
は
数
省
に
蔓
延
し
，
那

…
黛
多
き
も
の
は
数
百
人
に
上
っ
た
こ
言
っ
て
あ
る
の
で
分



か
る
。
乾
繭
十
一
年
四
川
総
督
は
鐵
船
激
ご
大
乗
澱
ご
は

同
派
で
な
く
、
叉
聲
氣
を
通
じ
た
る
事
實
が
な
い
ご
云
ふ

激
犯
の
供
述
を
奏
窮
し
て
居
る
が
、
貴
州
総
督
は
大
乗
駿

は
帯
心
、
痘
船
、
鐵
船
の
三
船
に
分
か
れ
て
居
る
と
云
ふ

藪
犯
の
供
述
を
警
報
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
乾
隆
三
十
九

年
山
東
下
命
は
邪
激
に
自
蓮
、
自
陽
、
清
水
等
各
種
の
名

、
色
が
あ
る
ご
云
ふ
こ
ご
を
上
奏
中
に
述
べ
て
居
る
。
嘉
慶

九
年
江
西
巡
撫
言
承
恩
の
上
奏
に
述
べ
て
あ
る
老
母
駿
、

上
清
宮
敏
な
ざ
の
自
蓮
激
ビ
閣
係
あ
る
こ
ご
は
臓
ふ
べ
く

も
な
い
。
彌
勒
佛
の
蒋
世
を
控
聡
し
た
こ
ご
が
見
え
て
居

る
。
纏
種
さ
う
云
ふ
課
で
あ
る
か
ら
漸
江
、
顧
建
、
江
西
、

　
　
引
W
ψ
カ
ρ
多

江
南
、
直
隷
、
山
東
等
に
流
撫
し
π
質
疑
、
胃
管
に
起
ウ
輻

建
に
濡
し
た
老
君
齋
、
山
西
の
肢
元
勲
籠
諾
江
南
、

河
南
、
山
東
連
課
方
の
順
潮
會
慨
誰
聾
心
三
服
建
の

天
地
愈
塞
鼠
舞
ゆ
誌
陸
将
鷲
謹
選
幽
雛
且
餌

顧
建
會
匪
が
乾
隆
三
十
ご
三
遍
二
天
地
薄
に
入
内
し
象
ミ
供
罰
し
れ
ぜ
云
ふ

塊
方
官
の
奏
議
た
引
用
し
て
あ
ろ
。
天
地
倉
も
恐
ら
く
も
つ
定
古
い
超
源
な

　
　
　
第
十
一
巻
　
，
研
　
究
　
　
浩
朝
の
諸
叛
臥
ぜ
支
那
叛
胤
の
性
質

舗
解
筋
抽
吻
映
西
の
瀬
々
會
叢
帷
磯
回
の
…
榛
な
も
の
も
必
ず
白

蓮
激
ε
…
關
…
係
が
な
い
ご
は
言
へ
澱
。

　
乾
隆
十
一
年
貴
州
総
督
張
廣
泪
は
自
席
殺
の
徒
衆
を
招

引
せ
る
こ
ご
を
上
奏
し
て
居
る
。
此
の
年
の
上
諭
に
大
乗

敷
が
雲
南
、
貴
州
、
四
川
数
省
に
蔓
延
し
、
雲
貴
男
に
於

て
捕
獲
さ
れ
た
敷
匪
が
四
川
人
を
供
出
し
て
も
、
四
川
で

は
却
っ
て
究
出
さ
れ
す
、
四
川
省
に
於
て
供
出
さ
れ
た
雲

墨
入
は
却
っ
て
雲
南
で
は
究
出
さ
れ
な
い
ご
云
ふ
事
實
が

指
摘
さ
れ
て
あ
る
っ
四
川
総
督
の
上
奏
に
四
川
邪
激
の
妊

民
が
廣
く
聲
氣
を
通
じ
、
各
省
の
匪
類
に
勾
結
し
、
難
行

忌
む
罪
な
き
を
、
訴
へ
て
居
る
。
か
う
云
ふ
邪
澱
は
大
衆
敷

郎
ち
自
門
激
に
驕
係
が
な
い
ご
云
ふ
の
で
あ
ら
う
か
。
同

年
の
上
諭
に
三
省
邪
激
の
案
は
既
に
完
結
し
た
こ
述
べ
て

あ
る
が
、
こ
れ
は
馬
面
こ
し
て
完
結
し
た
こ
云
ふ
意
昧
で

邪
激
は
終
眠
し
た
ご
云
ふ
意
味
で
は
な
い
。
私
は
乾
隆
十

九
年
、
二
十
年
の
四
川
省
の
邪
数
案
も
大
乗
激
に
關
係
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
ε
考
へ
る
。

『
，
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
三
五
（
二
一
七
）



　
　
　
第
十
嚇
巷
・
研
　
究
　
　
漕
朝
の
諸
叛
観
ミ
突
那
叛
鳳
の
性
質

　
乾
隆
三
十
三
年
江
蘇
蘇
州
城
外
に
大
乗
、
誌
略
二
敷
の

経
堂
十
一
庭
が
登
…
見
さ
れ
た
。
乾
干
四
年
に
首
犯
を
磁
壁
貢

し
、
蕪
朋
を
散
じ
て
完
結
し
た
江
蘇
大
乗
激
の
犯
激
案
は

奨
の
傳
激
聚
徒
を
絡
焙
せ
し
む
る
こ
ご
が
出
來
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。
私
は
支
那
に
寝
て
」
た
び
起
つ
た
邪
数
は
永

久
に
絡
繁
し
な
い
で
は
な
い
か
ご
さ
へ
考
，
へ
て
居
る
。

　
乾
留
三
十
三
年
の
上
諭
に
大
乗
、
無
籍
望
め
鷲
敷
は
直

隷
の
黄
化
府
が
最
も
甚
だ
し
く
、
屡
々
上
し
て
も
屡
々
犯

す
と
昔
ロ
っ
て
φ
の
り
、
一
乾
隆
＝
二
十
志
ハ
達
書
…
北
で
蒲
…
繕
さ
、
れ
た

直
覧
佛
・
黄
熱
灘
甥
饗
警
郭
那
の
王
忠
順
を

零
幸
こ
な
し
、
布
施
銀
銭
は
河
南
三
毛
の
監
生
某
に
激
主

に
蒋
交
し
て
貰
う
爲
め
に
邊
っ
て
居
る
ご
言
っ
た
こ
ご
は

此
の
年
の
上
諭
に
見
え
て
居
る
。
那
彦
成
の
嘉
慶
二
十
年

の
上
奏
に
、
藻
州
石
佛
ロ
の
白
蓮
敷
徒
王
殿
魁
の
父
や
瀧

父
が
乾
隆
三
十
六
年
安
慶
府
で
傳
慨
し
、
登
慨
し
て
父
が

正
法
さ
れ
、
頑
父
が
登
遣
さ
れ
た
こ
ご
．
大
乗
激
、
金
丹

入
卦
激
、
義
和
無
難
、
如
意
門
激
の
澱
首
、
河
南
商
邸
の

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
　
一
　
謙
ハ
　
（
二
一
八
）

叢
生
・
文
　
（
南
方
離
宮
頭
殿
輿
入
都
老
爺
）
　
は
乾
肋
瞼
ご
二
十
↓
ハ

年
の
犯
案
で
正
法
さ
れ
、
震
卦
澱
の
駿
雷
、
山
東
薪
澤
の

王
中
（
東
方
震
宮
王
老
爺
）
軟
卦
激
の
敷
首
、
山
東
寧
陽
縣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な

の
欝
欝
林
（
北
方
元
金
致
宮
孔
老
爺
）
は
乾
隆
三
十
七
年
の

議
案
で
正
法
さ
れ
た
こ
ご
が
見
え
て
居
る
。
乾
隆
三
十
九

年
北
京
正
陽
門
外
で
捕
縛
さ
れ
た
河
南
鮮
符
縣
の
大
乗
澱

徒
の
供
述
で
、
そ
れ
に
華
実
あ
る
成
功
會
の
會
員
は
男
女
『

数
百
人
に
上
っ
て
居
る
こ
ご
が
登
見
さ
れ
た
。
乾
隆
三
十

九
年
は
山
東
で
白
蓮
澱
徒
王
倫
の
叛
観
が
勃
狡
し
た
年
で

あ
る
が
、
此
の
時
の
理
論
に
、
現
在
審
訊
の
犯
一
千
三
百

七
十
二
入
ε
あ
る
こ
ご
は
前
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
附

從
者
の
如
何
に
多
か
っ
た
か
は
、
此
の
上
論
に
入
教
者
は

必
ず
し
も
導
く
謀
叛
者
で
は
な
い
、
逆
犯
の
賜
暇
を
経
て

誘
は
れ
た
ご
分
か
つ
て
も
、
改
測
せ
る
も
の
ビ
、
未
だ
供

出
を
経
な
い
も
の
ご
は
．
そ
れ
ま
で
蔓
延
せ
し
む
る
必
要

は
な
い
ご
言
っ
て
あ
る
の
で
も
想
像
さ
れ
る
。
又
此
の
時

の
上
論
に
白
蓮
の
邪
澱
其
の
傳
甚
だ
久
し
く
、
王
倫
の
師



は
菟
州
府
陽
筆
耕
の
張
既
成
で
、
徳
業
成
の
師
は
泰
安
府

束
豊
強
の
哀
公
傳
だ
こ
云
ふ
こ
ご
も
見
え
て
居
る
。

　
自
蓮
敦
が
江
蘇
、
湖
北
．
河
南
、
安
徽
、
直
隷
．
山
東

等
の
数
省
に
蔓
延
し
元
こ
ε
が
分
か
る
。
王
倫
の
働
は
山

東
に
於
け
る
白
蓮
教
の
勢
力
は
清
朝
の
邪
澱
禁
止
の
政
策

を
以
て
し
て
は
最
早
や
抑
え
き
る
こ
ご
が
出
刃
な
い
楼
に

な
っ
た
こ
ご
を
示
す
も
の
で
あ
る
ま
い
か
。

　
乾
隆
四
十
年
河
南
鹿
邑
縣
の
邪
重
層
あ
り
、
澱
首
劉
松

が
雪
囲
さ
れ
て
諸
隊
隆
徳
地
方
に
登
遣
さ
れ
だ
邑
は
聖
武

記
や
、
乾
湿
五
十
九
年
の
上
諭
に
見
え
て
居
る
。
聖
武
記

に
劉
松
が
安
徽
人
で
あ
る
様
に
言
っ
て
あ
る
の
は
談
り
で

河
南
入
で
あ
る
こ
ご
は
束
華
録
に
依
っ
て
分
か
る
。

　
乾
隆
四
十
年
直
隷
総
督
の
上
奏
に
様
る
と
、
白
蓮
激
一

類
の
紅
陽
敏
、
一
舵
香
、
如
意
會
等
の
邪
激
が
既
に
盛
京

省
に
流
傳
し
た
こ
ご
が
分
か
る
Q
乾
隆
四
十
二
年
甘
霜
河

州
の
入
穿
が
邪
毅
を
設
け
て
衆
を
早
め
、
旛
を
竪
て
、
経

を
黒
み
、
入
馴
者
は
皆
自
布
を
以
て
號
ご
爲
さ
し
め
、
四

　
　
　
第
十
「
巷
　
　
研
・
究
　
　
清
朝
の
諸
叛
飢
定
支
那
叛
餓
の
性
質

澱
主
、
軍
師
な
ざ
を
澄
き
、
一
村
に
占
博
し
、
捕
を
拒
き

差
役
を
傷
け
た
ご
云
ふ
の
も
ざ
う
や
ら
自
漣
敷
の
叛
働
ら

し
い
。
乾
隆
四
十
四
年
四
川
榮
縣
、
富
順
縣
に
於
て
邪
言

を
傳
堅
し
、
影
印
を
捏
造
し
て
衆
を
惑
は
し
誘
ひ
て
入
霧

せ
し
め
た
好
民
も
雲
南
張
保
太
の
大
乗
澱
に
賊
す
る
も
の

で
あ
っ
た
Q
乾
隆
五
十
一
年
直
隷
の
大
名
、
元
城
二
縣
の

縣
道
衙
署
に
擁
寄
し
て
、
鞍
壷
を
殺
し
た
賊
徒
は
入
卦
會

に
聴
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
此
の
時
の
上
諭
に
入
卦
會
の

邪
澱
は
流
勢
年
久
し
く
、
且
つ
入
卦
を
名
ご
し
、
各
支

涙
を
分
か
ち
て
傳
旨
し
、
愚
民
は
縷
を
念
め
ば
災
を
溝
し

礪
を
求
む
る
こ
ご
が
出
騰
る
様
に
考
へ
、
煽
惑
さ
れ
て
入

澱
せ
る
も
の
も
必
ず
多
か
る
べ
く
、
若
し
徹
底
的
に
究
治

せ
ん
こ
す
れ
ば
、
薬
玉
板
引
し
て
必
ず
犯
案
を
数
回
に
蔓

延
せ
し
む
る
こ
ご
、
な
る
べ
く
、
そ
れ
で
は
題
句
捜
傘
の

爲
め
人
心
を
燈
催
せ
し
む
る
の
み
な
ら
す
、
此
の
案
も
完

結
す
る
時
な
か
る
べ
し
、
さ
う
し
て
要
犯
は
却
っ
て
容
易

に
捕
縛
せ
ら
れ
ざ
る
べ
し
ご
言
っ
て
あ
る
。
・
臼
瀧
澱
の
各

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
三
七
　
（
二
一
九
）



　
　
　
第
十
一
巻
　
　
研
　
究
　
　
浩
朝
の
諸
叛
臨
定
支
那
叛
胤
の
性
質

省
に
蔓
延
し
た
こ
ε
は
想
像
さ
れ
る
Q
此
の
年
河
南
省
で

熊
鼠
十
王
が
捕
縛
さ
れ
、
離
卦
澱
の
総
頭
臣
事
頭
目
等
が

河
南
直
隷
等
に
分
住
し
て
居
る
こ
ご
を
供
出
し
た
。
乾
臨

五
十
三
年
に
河
南
で
多
数
の
霞
卦
駿
徒
が
捕
縛
さ
れ
、
纏

い
て
山
西
で
も
震
律
語
徒
の
捕
縛
さ
る
、
も
の
が
あ
っ
た

、
乾
隆
五
十
六
年
険
西
の
入
墨
数
徒
が
、
王
倫
の
叛
餓
後

カ
　
シ
　
ガ
　
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ベ
　
グ

蔭
什
購
爾
に
登
遣
さ
れ
伯
克
（
勢
子
）
に
奴
こ
し
て
役
使
す

る
爲
め
給
與
さ
れ
た
震
卦
の
掌
激
王
子
重
に
憎
々
山
東
か

ら
喀
什
購
爾
ま
で
往
っ
て
其
の
家
信
を
縁
り
屈
け
。
束
重

肴
行
開
路
眞
人
の
封
號
を
貰
ひ
、
山
東
で
原
澱
を
興
復
す

る
委
任
を
受
け
、
銀
爾
馬
匹
を
資
給
さ
れ
て
険
西
に
鶴
へ

つ
た
こ
ご
を
畢
点
す
る
も
の
が
あ
っ
た
り
此
の
八
卦
駿
徒

の
供
述
に
依
り
王
子
重
は
役
使
さ
れ
面
罵
克
の
死
後
管
來

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ペ
ル
カ
ン

す
る
も
の
な
く
貿
易
を
行
ひ
生
計
も
裕
か
で
あ
り
、
葉
爾

ド莞
地
方
に
登
遣
さ
れ
た
・
六
人
の
韓
語
も
交
結
聯
絡
し
て
、

童
子
重
に
封
號
を
求
み
た
こ
ご
が
分
か
つ
た
。
紐
解
五
十

九
年
に
乾
隆
四
十
年
河
南
鹿
邑
の
厳
案
に
依
り
甘
粛
に
登

　
　
　
　
　
　
　
　
第
ご
號
　
　
　
三
八
　
（
一
三
〇
）

遣
さ
れ
た
河
南
の
劉
松
が
捕
獲
さ
れ
、
其
の
蕾
徒
安
徽
の

劉
之
協
、
劉
之
協
の
徒
宋
之
清
は
乾
隆
五
十
四
年
か
ら
五

十
八
年
ま
で
六
度
隆
徳
に
劉
松
を
尋
諒
し
た
こ
ご
、
劉
之

協
は
宋
之
清
を
し
て
衆
人
に
向
っ
て
打
丹
銀
糸
を
敷
牧
せ

し
め
、
得
る
に
随
っ
て
巌
松
に
邊
給
し
た
事
が
分
か
つ
た
Q

宋
之
清
は
乾
隆
五
十
九
年
湖
北
で
王
慮
貌
ご
共
に
捕
総
さ

れ
た
が
、
劉
松
や
劉
之
協
の
こ
ご
は
供
述
し
な
か
っ
た
ビ

云
ふ
こ
ご
で
あ
る
。
湖
北
巡
撫
は
急
所
…
號
、
宋
之
清
二
犯

は
侶
首
惑
衆
の
人
で
、
彼
等
の
欝
せ
る
牛
耳
或
は
彌
勒
佛

馬
蝿
に
つ
き
連
日
各
犯
一
百
二
十
除
名
を
提
賦
し
て
、
窮

鼠
を
撫
へ
た
こ
ご
を
述
べ
て
居
る
。
由
↑
東
に
於
け
る
王
倫

の
叛
餓
鎭
定
後
、
山
東
に
於
ズ
白
蓮
翼
々
の
屏
息
し
だ
こ

ご
は
、
弔
花
が
陳
西
の
八
卦
票
読
に
山
東
で
原
澱
を
興
復

す
る
こ
ビ
を
委
任
し
た
ご
云
ふ
の
で
も
分
か
る
。
然
し
そ

れ
が
却
っ
て
山
東
以
外
の
各
省
に
於
て
白
蓮
澱
の
流
傳
を

援
け
、
叉
其
の
活
動
を
刺
戟
し
た
様
の
結
果
を
書
し
た
こ

ご
を
見
遁
す
課
　
に
往
か
ぬ
。



　
雪
笹
五
十
九
年
四
川
総
督
輻
康
安
は
四
川
大
寧
縣
の
人

民
は
乾
隆
五
十
七
年
以
來
湖
北
竹
琴
縣
の
陳
金
玉
を
師
と

な
し
鑑
文
及
び
槻
昔
御
師
等
の
呪
丈
の
傳
授
を
受
け
て
、

徒
を
聚
め
て
轄
題
し
た
こ
ご
、
陳
金
玉
は
現
在
彌
勒
佛
縛

生
し
、
已
に
生
れ
て
河
南
無
影
山
讐
の
張
家
に
在
り
、

牛
入
を
保
金
し
て
事
を
起
さ
し
め
ん
ご
し
て
居
る
ε
説
い

た
こ
ご
、
牛
馬
は
帥
ち
朱
紅
桃
ご
云
ふ
も
の
で
あ
る
こ
ご

河
南
陳
西
に
此
の
駿
を
學
習
す
る
も
の
多
き
こ
ご
、
河
南

に
於
て
張
、
高
、
鮮
、
梅
、
梁
、
孟
，
丁
、
瀟
の
八
姓
が

入
大
功
泄
ご
稻
せ
ら
れ
て
居
る
こ
ご
、
陳
金
玉
が
湖
北
省

で
四
川
饗
州
府
の
差
役
に
捕
総
さ
れ
し
も
、
四
川
に
護
逸

す
る
途
中
で
多
数
の
駿
徒
の
爲
め
に
奪
回
さ
れ
し
こ
ご
な

ご
を
聞
き
正
し
て
上
奏
し
て
居
る
Q
此
の
嘉
事
の
白
蓮
激

で
あ
る
こ
と
は
疑
ひ
な
く
、
そ
れ
が
四
川
、
陳
西
、
湖
北

河
南
数
省
に
流
布
し
た
こ
ご
が
分
か
る
。
聖
武
記
に
乾
隆

帝
の
末
年
四
川
、
陳
西
．
湖
北
等
の
叢
雲
新
宮
は
盆
々
衆

く
し
て
、
途
に
不
靖
を
圖
り
、
劫
蓮
が
將
に
來
ら
ん
こ
す

　
　
　
第
十
一
巻
　
　
研
　
究
　
　
清
朝
の
諸
叛
臨
ε
支
沸
叛
胤
の
性
質

ご
侶
干
し
で
、
河
南
鹿
邑
の
白
蓮
駿
徒
王
氏
の
子
登
盤
を

戴
き
明
衛
朱
姓
ご
訪
稻
し
、
流
俗
を
煽
動
し
、
乾
隆
五
＋

入
年
に
襲
畳
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
伏
罪
し
た
が
、
王
登
生
は

量
幼
だ
か
ら
ε
言
っ
て
新
彊
に
登
遣
さ
れ
元
ご
云
ふ
こ
ご

が
見
え
て
居
る
。
　
　
　
　
・

　
さ
う
云
ふ
有
機
で
、
乾
隆
時
代
を
通
じ
て
、
自
瀧
澱
一

類
の
邪
駿
徒
や
、
回
激
の
新
書
徒
な
ざ
の
抗
官
、
拒
捕
、

謀
逆
等
の
事
件
が
、
所
謂
破
案
ご
言
っ
て
屡
≧
登
極
し
、

屡
騰
懲
治
せ
ら
れ
、
叉
叛
臨
の
場
合
は
討
伐
せ
ら
れ
た
の

で
あ
る
が
、
然
し
政
府
は
其
の
都
度
之
を
徹
底
的
に
究
治

す
る
ご
云
ふ
こ
ご
は
出
幽
す
、
徹
底
的
に
究
治
す
れ
ば
、

何
彪
ま
で
牽
累
株
連
す
る
か
分
か
ら
す
、
事
端
を
激
成
す

る
恐
れ
が
あ
る
か
ら
、
…
逃
散
妻
事
に
依
り
或
は
首
悪
要
犯

を
懲
治
す
れ
ば
、
蕪
朋
を
解
散
し
、
其
の
結
束
從
蓮
の
心

を
破
り
、
一
を
斯
し
て
百
を
警
む
る
主
義
を
以
て
、
所
謂

完
案
ε
か
定
案
ご
か
結
案
こ
か
言
っ
て
、
務
め
て
蓮
結
を

圖
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
だ
か
ら
、
懲
治
せ
ら
れ
、
討

　
　
　
　
　
　
　
築
二
號
　
　
　
三
九
　
（
一
ご
＝
）



　
　
　
第
十
｝
巷
　
　
研
　
究
　
　
溝
翻
の
諸
叛
臨
定
支
那
叛
鳳
の
魅
輪

伐
せ
ら
れ
た
後
も
、
此
等
の
邪
駿
徒
は
焔
滅
せ
す
、
却
っ

て
一
地
方
に
於
て
掬
歴
禁
止
せ
ら
れ
た
る
結
果
、
贋
く
各

地
方
に
浸
藩
潜
肥
し
て
、
一
暦
兇
徒
を
煽
嘉
す
る
こ
ご
に

な
っ
た
様
に
も
思
は
れ
、
乾
隆
時
代
の
末
に
は
、
嘉
慶
時

代
白
干
敷
の
観
の
舞
壷
ご
な
っ
た
湖
北
、
四
川
、
陳
西
、

河
南
各
省
に
盛
ん
に
蔓
延
し
、
甘
粛
、
山
酉
、
直
隷
な
ご

に
も
流
齢
す
る
標
に
な
っ
た
。
嘉
慶
四
年
の
上
諭
に
経
略

額
無
学
保
が
臼
蓬
敏
の
首
逆
齋
占
國
、
張
長
庚
、
冷
添
蔽

を
清
気
し
た
る
は
、
諸
将
の
但
だ
渠
魁
を
獲
て
籐
匪
を
浮

せ
ざ
る
霧
め
、
　
一
計
滅
び
て
叫
賊
煮
た
起
る
を
致
す
も
の

ご
比
較
し
て
功
尤
も
偉
な
り
ご
言
っ
て
あ
る
が
、
除
匪
を

浮
す
る
こ
ご
が
出
來
な
い
の
は
猫
b
疇
陣
諸
將
の
み
で
な

い
○

　
山
東
王
倫
の
働
に
寄
し
て
も
政
府
は
徹
底
的
に
究
治
が

出
來
な
か
っ
た
ご
云
ふ
こ
ご
は
、
其
の
時
の
上
諭
に
、

邪
敷
は
固
よ
り
査
指
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
が
、
然
し
入
澱

者
は
必
ず
し
も
霊
く
謀
叛
者
で
は
な
い
、
昼
鳶
の
供
寓
を

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
四
〇
　
（
ニ
ニ
ニ
）

経
て
誘
は
れ
て
入
激
し
た
こ
ご
が
分
か
つ
て
も
改
平
し
だ

も
の
ビ
か
、
未
だ
供
出
を
経
な
い
も
の
な
ご
は
、
そ
れ
ま

で
蔓
延
せ
し
む
る
必
要
は
な
い
、
根
継
は
絶
た
な
け
れ
ば

な
ら
ぬ
が
、
太
謹
で
あ
っ
て
は
な
ら
澱
、
仲
尼
の
己
甚
を

爲
さ
や
る
句
を
忘
れ
て
は
な
ら
濾
ご
言
っ
て
あ
る
の
で
も

分
か
る
。
乾
隆
五
十
噸
年
の
直
隷
大
名
、
元
城
二
縣
の
澱

案
の
時
に
、
入
卦
會
の
邪
駿
は
流
韓
国
久
し
く
、
且
つ
入
卦

を
以
て
名
ご
な
し
、
各
≧
支
派
を
分
か
ち
て
傳
翻
し
π
る

こ
ご
な
れ
ば
、
煽
惑
を
受
け
た
る
愚
民
も
多
か
る
べ
く
徹

底
的
に
究
治
し
て
は
犠
縛
板
引
し
て
犯
案
を
各
省
に
蔓
延

せ
し
め
，
完
案
の
時
が
な
く
な
る
ご
云
ふ
楼
な
上
子
が
資

せ
ら
れ
し
こ
ご
は
前
に
述
べ
た
蓮
b
で
、
支
那
に
於
て
邪

澱
案
の
徹
底
究
治
が
霞
豪
な
い
ご
云
ふ
よ
い
例
で
あ
る
。

．
回
激
の
新
敷
徒
の
叛
働
な
ざ
に
就
い
て
も
同
様
で
、
從

逆
は
論
ず
る
も
澱
の
新
蕎
は
論
じ
な
い
、
新
藷
で
も
逆
に

從
は
な
け
れ
ば
、
無
言
守
法
の
良
民
で
あ
る
、
邪
澱
概
民

ご
は
言
は
れ
な
い
、
之
に
波
及
株
写
せ
し
め
て
は
な
ら
ぬ



・
査
饗
す
べ
き
も
の
は
從
逆
の
回
匪
で
、
こ
れ
こ
そ
邪
澱
胤

民
で
あ
る
ご
云
ふ
上
諭
を
黒
し
て
人
心
を
鎭
撫
し
な
け
れ

濃
な
ら
な
か
っ
た
。
笹
蟹
叢
田
五
の
概
の
鎭
定
後

乾
隆
四
十
九
年
七
月
電
隆
帝
は
李
乱
逆
犯
ご
遮
伺
し
て
謀

，
逆
に
加
は
り
た
る
も
の
は
治
罪
し
、
其
の
他
は
追
究
を
免

b
、
爵
新
の
途
を
興
へ
る
、
今
後
は
宜
し
く
革
面
洗
心
し

て
從
鷹
の
誓
敷
を
遵
守
す
べ
し
、
新
激
の
創
始
者
た
る
馬

明
津
も
、
新
潟
に
從
ひ
し
蘇
四
十
三
で
も
、
又
新
激
を
興

復
せ
ん
ご
し
た
田
五
、
張
丈
慶
、
李
可
魁
等
で
も
皆
誠
心

さ
れ
、
妻
子
春
族
ま
で
…
騎
諜
さ
れ
た
こ
ご
を
考
へ
て
も
、

新
婦
の
難
民
に
盆
な
く
風
害
の
烈
な
る
こ
ご
が
分
か
る
筈

で
あ
る
、
そ
れ
で
も
窓
蓋
悟
ら
す
、
今
度
の
寛
免
に
も
拘

は
ら
す
、
爾
ほ
陽
に
奉
じ
て
陰
に
蓮
う
も
の
あ
ら
ば
、
．
其

の
時
こ
そ
は
断
じ
て
再
び
曲
貸
し
な
い
ご
云
ふ
檬
な
上
面

を
獲
し
、
新
敷
に
從
ふ
だ
け
で
は
罰
し
な
い
ε
云
ふ
前
の

態
度
を
翻
へ
し
た
の
で
あ
る
が
、
新
敷
徒
の
執
迷
は
、
そ

ん
な
至
論
で
改
め
し
む
る
こ
ご
の
出
家
る
碧
羅
い
も
の
で

　
　
　
第
十
一
巷
　
　
研
　
究
　
　
漕
覇
の
諸
叛
蹴
霊
支
那
叛
胤
の
性
質

は
な
い
。
そ
れ
に
地
方
官
こ
し
て
、
か
う
云
ふ
上
諭
が
あ
っ

た
か
ら
ご
言
っ
て
、
都
合
の
よ
い
前
の
上
論
…
に
依
る
こ
ご

を
止
め
て
、
新
激
徒
を
徹
底
的
に
窮
治
し
て
事
端
を
激
成

す
る
こ
ご
を
顧
み
な
い
ご
云
ふ
こ
ご
も
想
像
逃
れ
な
い
。

そ
れ
だ
か
ら
此
の
後
新
雪
の
勢
霞
は
挙
々
盛
ん
と
な
り
，

途
に
同
治
、
懸
緒
時
代
の
陳
西
、
甘
粛
の
回
敷
徒
の
大
叛

働
ご
な
り
、
熱
熱
裳
は
回
民
の
新
潟
を
禁
絶
せ
ん
こ
ε
を

奏
請
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
左
野
業
は
図
性
は
多
疑
善
詐

で
常
入
に
異
る
が
、
｝
度
新
激
の
盤
惑
を
経
れ
ば
、
師
ち

酔
の
如
く
療
の
如
く
牢
ご
し
て
破
る
べ
か
ら
す
ざ
述
べ
て

居
る
。
．
乾
隆
四
十
九
年
七
月
の
上
論
は
新
敷
を
禁
じ
た
も

の
で
あ
る
こ
ご
は
、
乾
隆
五
十
四
年
野
馬
唐
墨
徒
の
聚
衆

滋
事
の
時
、
新
澱
の
飾
禁
後
僧
ほ
之
を
暗
幽
す
る
も
の
は

査
察
の
甚
だ
巌
な
る
爲
め
、
公
然
顯
…
露
せ
ざ
る
べ
き
も
、

奮
激
徒
に
激
雷
行
事
の
異
っ
て
居
る
新
教
の
分
か
ら
ぬ
筈

が
な
い
、
欝
欝
徒
に
暁
雲
し
て
新
装
徒
を
一
々
指
黙
せ
し

め
揚
名
査
託
し
て
学
理
を
言
行
す
べ
し
ご
の
書
論
が
叢
せ

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
西
一
（
ニ
ニ
三
）



　
　
　
第
十
ハ
巻
　
　
研
　
究
　
　
涛
朝
の
諸
叛
蹴
建
支
那
叛
胤
の
性
質

ら
れ
て
居
る
の
で
も
分
か
る
。

　
乾
隆
時
代
の
白
血
毅
一
類
の
破
案
或
は
叛
概
の
場
合
、

政
府
は
徹
底
的
に
究
治
は
出
露
な
か
っ
た
が
、
然
し
回
毅

の
新
船
徒
の
叛
鋤
の
場
合
の
機
に
、
其
等
の
邪
激
に
從
ふ

だ
け
で
は
罰
ん
な
い
ご
は
言
っ
て
居
ら
な
い
。
二
等
の
邪

駿
は
大
清
風
に
満
て
禁
止
の
明
文
も
あ
る
の
で
あ
っ
て
、

そ
れ
だ
か
ら
邪
漱
で
あ
る
謬
で
、
そ
れ
に
從
っ
て
も
謀
逆

或
は
夏
鳶
に
廓
は
ら
な
け
れ
ば
邪
駁
働
民
で
な
い
ε
は
言

っ
て
居
ら
な
い
。
本
來
は
徹
底
的
に
究
治
す
べ
き
で
あ
る

が
、
邪
駿
の
邪
澱
た
る
こ
と
も
知
ら
す
煽
惑
或
は
誘
脅
さ

れ
て
入
漁
し
た
様
な
愚
民
を
、
そ
れ
だ
か
ら
ご
言
っ
て
、

首
悪
血
犯
同
模
懲
治
す
る
も
翻
然
で
あ
り
、
又
膏
吏
差
役

な
ご
の
、
名
を
そ
れ
に
借
り
て
無
宴
の
良
民
に
累
を
及
ぼ

す
こ
ご
も
免
れ
ざ
る
べ
き
を
思
ひ
、
今
度
は
寛
免
す
る
か

ら
、
之
を
機
ご
し
て
改
心
す
べ
し
ご
云
ふ
の
で
あ
っ
て
、

．
所
謂
鳳
を
懲
し
て
百
を
警
し
む
る
考
へ
で
あ
っ
た
。
然
し

自
瀧
澱
徒
其
の
他
邪
駿
徒
の
執
迷
も
回
駿
新
教
徒
の
執
迷

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
四
二
　
（
ニ
ニ
四
）

も
同
機
で
、
乾
隆
五
十
一
年
直
隷
大
名
、
元
城
二
縣
の
犯

澱
案
は
入
卦
澱
徒
が
激
首
が
海
東
南
北
で
監
禁
さ
れ
て
居

る
の
を
救
出
す
る
噛
め
、
官
を
殺
し
、
庫
を
細
し
、
獄
を

破
ら
ん
ざ
謀
っ
た
も
の
で
あ
り
、
乾
隆
五
十
九
年
自
瀧
激

一
類
の
邪
激
良
工
陳
金
玉
が
湖
北
で
捕
縛
さ
れ
、
四
川
に

虚
血
の
途
中
、
多
数
の
駿
徒
等
が
之
を
強
奪
し
た
楼
な
r

ε
も
あ
り
、
抗
官
立
捕
の
重
罪
犯
を
構
成
す
る
こ
ε
は
知

ら
ぬ
筈
な
き
も
、
知
っ
て
之
を
僻
し
な
い
ご
云
ふ
こ
ご
は

各
種
の
犯
澱
案
の
中
心
の
事
實
を
鴬
す
も
の
で
あ
る
か
ら

幾
度
の
破
案
、
懲
治
を
経
て
も
、
邪
駿
徒
は
改
心
な
ざ
は

せ
す
、
却
っ
て
軽
縛
流
轄
し
て
猛
3
其
数
を
増
す
も
減
す

る
こ
ご
は
な
く
、
犯
駿
案
は
綾
出
し
た
の
で
あ
る
。
私
は

其
の
結
果
嘉
慶
時
代
の
爵
瀧
敷
の
飢
、
天
理
澱
の
働
ご
な

っ
た
も
の
で
あ
る
ご
考
へ
る
の
で
あ
る
。


